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解 説 

1872 年（明治 5）、明治政府は地券を発行して所有権を明確にしました。このとき発行

された地券は、同年の干支により「壬申地券」とよばれます。この壬申地券は地租改正の

準備のために発行されたもので、地租額の記載はありません。 

 続いて 1873 年（明治 6）に地租改正条例が発布されると、壬申地券に代わって全国共

通の地券に変更されました。教科書等にもよく掲載されているこちらの地券を「改正地券」

といいます。改正地券には、地価の 3％という地租額の記載がみられます。この税率は、

「従来の年貢による収入を減らさない」方針で決定されたものでした。これは結果的には

大多数の農民の負担を高めることにつながり、各地で地租改正反対一揆が勃発しました。

士族反乱と農民一揆の結合を恐れた政府は、1877 年（明治 10）に税率を 2.5%に引き下げ

ました。 

福井とのかかわり 

1876 年（明治 9）8 月、敦賀県は解体され、嶺南 4 郡は滋賀県に、嶺北 7 郡は石川県に

併合されました。この状態は 1881 年（明治 14）に現在の福井県が成立するまで続きまし

た。本資料の地券はちょうどこの時期のものであるため、発行元が「滋賀県」となってい

るのです。 

「デジタルアーカイブ福井」の簡易検索で、「滋賀県」「地券」と入力して検索すると、

この資料以外も滋賀県時代の地券の画像を見ることができます。 

資料の注目ポイント 

改正地券は、全国統一の様式となっており、上段に「大日本帝国政府」と記されていま

す（原画作成はお雇い外国人のキヨッソーネによる）。地券の表面に書かれている情報をみ

ていくと、土地の所在地・面積・所有者名・地価額に加え、地価の「百分ノ三」（3%）の

税率で地租額が設定されていることがわかります。前述の地租改正反対一揆によって、「明

治十年ヨリ此百分ノ弐ヶ半」（2.5％）に減税されていることも読み取れます。 

 では、意外と知られていない地券の裏面を見てみましょう。右側には、「土地所有者は必

ず地券を所有すること」、「外国人には土地所有権を認めないこと」、「売買・質入れによっ

て土地所有権を移転することができること」が明確に述べられています。そして左側には、

所有権が移転した場合に名義を書き換える記入欄があります。これを見ると、1880 年（明

治 13）2 月 9 日に、「山野栄蔵」から「櫻井兼吉」に所有権が移転したことがわかります。

地券裏面の記述は、国家が国民個人に権利として土地所有権を認めた証なのです。 

1879 年（明治 11）「地券（田）」 

桜井市兵衛家文書（当館蔵）デジタルアーカイブへ 
裏面 

拡
大 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-506211-0
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関連資料 

名称 概要 備考 

「地券（田）」 
桜井市兵衛家文書（当館蔵） 

N0055-00425 

デジタルアーカイブ福井で閲覧可能。 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/archive/da/detail?data_id=011-506211-1-p1 

「地券」（複製シート） シート番号 SH00062～67 
県内各地の地券を複製シート化。貸出し可能。 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/m-exhbt/201401AM/201401.html  

福井県文書館月替展示 

「土地はだれのもの？－ふくいの地租改正－」 

地券・地籍図など、福井に伝わる

地租改正関係の資料を展示。 

当館 WEB にて公開中。 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/08/m-exhbt/20180629AM/20180629AM.html 

コラム#福井の記憶に出会う 

「授業で使える文書館資料－新学習指導要領

を見据えた活用例－」 

「地券②（改正地券）」を用いた授

業案を紹介。 

当館 WEB にて公開中。 

https://www.library-archives.pref.fukui.lg.jp/fukui/01/20200724R/20200724.html 
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